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This paper discusses an international collaborative research project about Japanese language 
education for course development and teacher training. It describes the international 
collaborative research project outcomes, and analyzes what native teachers and non-native 
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上述の背景の中で、徐・丸山（2012）は、現場を共にしない NT と NNT での日本語
教材開発（徐・丸山, 2013, 2014, 2016, 2017）を、新しい言語教育の潮流である Can-do 
Statements の導入と、教師研修をセットで行っている。教師研修については、研究発
表や研修会、ワークショップの実践（徐・丸山他, 2011, 丸山, 2014, 2016 等）以外に、
中国の言語・文学・文化を中心とする日本学を研究する大学院生の教育を主目的とし









とするもので、教員ベースの協力依頼がきっかけとなり、2010 年 4 月に開始し、第 1、
2 冊（初級）が華東師範大学と横浜国立大学、第 3、4 冊（中級～中上級）が華東師範
大学と立教大学の共同で行ったプロジェクトである（徐・丸山, 2013, 2014, 2016, 2017）。 
 教科書開発のスピードは、第１冊を例にすると、「2010 年夏から協働研究・開発を









（吉島・大橋訳, 2008）に加え、2010 年の国際交流基金による『JF 日本語教育スタン
ダード』の正式公開のタイミングと重なり、国際連携の軸に、何がどれだけできるか








む（阿部, 2005, p. 821）が、教師教育を行う、または参加する際には、日本語教師に
求められる資質についての大まかなイメージと、どのような力（または資質）を養う





















































   教授法 
   日本語指導の内容と方法   
   第二言語習得論と学習者の視点 
   評価法 



































































本稿では、CEFR と JF 日本語教育スタンダードが示す Can-do Statements の活用に着目
して論じていく。 















































































する NNT の意識だけでなく、学習者と NNT との教室内でのインターアクション、学
習者の授業内での取り組み、また学習成果が表れるポイントに変化が起きたという認
識を NNT 自身も持っている。 
 Can-do Statements の考え方は、CEFR や JF 日本語教育スタンダード以前の日本語教
科書、例えば筑波ランゲージグループ（1991）、国際基督教大学（1996）にも見られ、
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授業での実践経験がある NT もいたものの、NT にとって徐・丸山（2012）の協働は、





























 李：ええ、夜中の 12 時ごろまで降りましたよ。東京では雨がよく降りますか。 
キム：ええ、よく降りますよ。特に春にはよく降ります。ですから、春はあまり好
きではありません。しかし、もっときらいなのは梅雨です。 
（徐, 2001 p.139-140） 
 

















という基本方針を設け、その上で、各課の Can-do Statements の達成を目指す会話案を


























もう 1 点、Can-do Statements を中国の日本語教育に導入することも視野に入れた、
徐・丸山（2012）の取り組みの中から見えた課題について述べておきたい。Can-do 




























本論文は、2017 年 3 月 25 日の 2017 全国高校日语系主任及日語骨干教师论坛（於中国 
華東師範大学）での講演を下敷きに、大幅に加筆修正したものである。 
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